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2024 年 2 月 VC はまゆう定例会 議事録 

開催日時： 2024年 2月11日(日) 10:00 – 11;45 
開催場所： サンウェルぬまづ 3 階 可動間仕切り会議室 

出席者： 会員 17人、沼津社会福祉協議会: 1人 

司会： 冨田 

書記： 田中 

配布資料： 1) 2024年 2月 VCはまゆう定例会 議事次第 

2) 災害時の知恵ぶくろ 〜要配慮者支援編 その２〜 

予定： (定例会) 

2024年3月10日(日) 10:00-12:00 サンウェルぬまづ 3 階 共用ミーティング 

2024年4月14日(日) 10:00-12:00 サンウェルぬまづ 3 階 可動間仕切り会議室 

 

(総会) 

2024年5月12日(日) 10:00-12:00 サンウェルぬまづ 3 階 可動間仕切り会議室 

 
沼津市災害ボランティアコーディネーター協会Blog <http://blog.canpan.info/numazu_vc/> [今後の活動予定] 

 

1. 各委員会報告・会計報告 

1.1. 総務部(委員長 冨田) 

報告事項はありません。 

 

1.2. 災害対策委員会(委員長 厚見) 

以下の5つの紹介、報告がありました。 

ü 健常者の歩く速度 

ü 戸田防災講座 避難タイムラインのワークショップ 

ü 能登半島は大規模複合災害 

ü インクルーシブ防災 

ü 東部災害ボランティア連絡会 

 

1.3. 情報委員会(委員長 林) 

静岡新聞 2月11日掲載の「いのち守る 防災しずおか」の紹介がありました。 

 

1.4. 会計(会計 杉沢) 

１月の収支報告がありました。 
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2. 会合、セミナーなど 連絡、報告 

2.1. 令和５年度静岡県東部地域災害ボランティア連絡会 

令和6年1月26日(金) 13:00-15:30 サンウェルぬまづ4階 多目的ホール 

林さん、小川さん、冨田さん、厚見さんが参加されました。 

 

1月 1日に発生した令和6年能登半島地震に対して、災害復興に連帯できることは何か

を考える をテーマに、事例紹介、ワークショップがありました。 

事例紹介: 

2021年 7月、2023年 6月の水害における富士市の活動事例(関係機関と連携）が

ありました。 

 

ワークショップ: 

ファシリテーター 鈴木麻里子さん 

コミュニケーションツール「えんたくん」を使用して、「災害時、私たちが連携

してできること」をグループに分かれて話し合いました。 

 

2.2. 第45回静岡県ボランティア研究集会(静岡県ボランティア協会主催) 

令和6年2月23日(金・祝) 10:00-16:15 静岡サレジオ マリアンホール 

申し込まれた方は、会長 田中さんまでご連絡ください。 

 

2.3. 災害時の知恵ぶくろ 〜要配慮者支援編 その２〜 (静岡県ボランティア協会主催) 

令和6年3月3日(日) 10:00-16:00 静岡県総合社会福祉会館 7階 703会議室 

参加費 1,000円 

定員 100名(事前申し込み、定員になり次第締め切り) 

申し込まれた方は、会長 田中さんまでご連絡ください。 

 

2.4. 第19回 通常総会 

第19回 通常総会は下記のとおり開催を予定しています。 

日時: 2024年 5月12日(日) 10:00-12:00 

場所: サンウェルぬまづ 3階 可動間仕切り会議室 
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3. その他 

3.1. 令和6年能登半島地震 支援金募金活動 報告 

1月27日(土)、28日(日)、2月3日(土)、4日(日) 沼津駅南口、北口で令和6年能登半

島地震 支援金募金活動を実施しました。募金活動にご協力ただいた方々、ありがとうご

ざいました。お疲れ様でした。 

街頭募金以外にも、沼津市ボランティア連絡協議会に加入している団体、社協窓口の募

金箱で支援金募金の協力をしました。 

 

3.2. 令和6年能登半島地震 情報共有 

社会福祉協議会 井上さんから、令和6年能登半島地震に対する静岡県社会福祉協議会の

対応に関して情報共有がありました。 

2月13日から静岡県社会福祉協議から 6人が中能登町 ボランティアセンターの応援に

行っています。 

 

3.3. グループ LINE 

定例会の開催案内、出欠確認、活動の開催案内、日程調整などグループ LINE、調整さん

などを使用しています。 

会員の方から、グループ LINEのルールを決め、グループ LINEの使い方、調整さんの使

い方の講習会をして欲しいとの意見がありました。 

 

 

以上 


